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研究協力のお願い 
 

昭和大学病院では、下記の臨床研究（学術研究）を行います。研究目的や研究方

法は以下の通りです。この掲示などによるお知らせの後、臨床情報の研究使用を許

可しない旨のご連絡がない場合においては、ご同意をいただいたものとして実施さ

れます。皆様方におかれましては研究の趣旨をご理解いただき、本研究へのご協力

を賜りますようお願い申し上げます。 

この研究への参加を希望されない場合、また、研究に関するご質問は問い合わせ

先へ電話等にてご連絡ください。 

 

致死性不整脈発生の解明のための正常心臓と肥大型心筋症のプルキンエ線維―心室筋接合部および一般

心筋の立体構造の解析 

１．研究の対象および研究対象期間 

2012年から 2021年に当院臨床病理診断科において病理解剖を施行された方 

２．研究目的・方法 

心臓の規則正しい拍動を生み出す刺激伝導系はその終末部分にプルキンエ線維(細胞)という特殊な心

筋細胞のネットワークがあり心室の最も内側の心内膜面と呼ばれる部分で一般心室筋と接続していま

す。この部分は心筋梗塞など様々な疾患でその結合性が傷害されて心室頻拍などの致死性不整脈を発生

させる原因となるとされていますが、どのような形態変化がこの不整脈発生に関連しているか不明なま

まとなっています。また、特発性心筋症の一つである肥大型心筋症は心筋収縮に関連するタンパク質の

遺伝子異常が主な原因とされ、形態学的には心室壁の特に中隔と呼ばれる部分の非対称性肥大や心筋細

胞の錯綜配列などを特徴として、時に致死性の不整脈を生じて突然死をきたすことがあり、法医学的に

も重要な疾患となっています。一般的な顕微鏡による観察では心筋の錯綜配列が肥大型心筋症では特徴

的であるものの、正常心臓でみられる心筋の配列とどのように異なり、なぜそれが致死性不整脈の発生

と関連があるのかも不明のままとなっています。今回の研究ではこの二つの心筋の構造を立体的に解析

することで、不整脈の発生機序解明を目指すものです。この研究では病理解剖症例の心筋標本を用いて、

正常心臓および肥大型心筋症の心室筋およびプルキンエ線維の組織学的立体構造を画像解析装置により

作製したり、また走査電子顕微鏡などにより観察したりすることでその立体的な画像情報を得て、その

不整脈の発生のメカニズムを検討していきます。病理標本作製および画像解析機器による画像の取り込

みおよび解析を昭和大学医学部法医学講座と顕微解剖学講座、臨床病理診断学講座で共同して行う。本

研究は学術研究であり、入院されていた患者さんのデータを利用します。患者データは病院内の診療録

管理室にて「9.診療録等の調査項目」に記載した情報を取得します。取得した情報は、本研究者間のみ

情報を共有します。診療情報の利用に伴う同意取得の方法：院内掲示又はホームページによるオプトア

ウトを行います。研究概要（研究目的・調査内容等）を適切に通知・公開し、診療録情報の利用につい

て適切な拒否の機会を提供します。 

研究期間 
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2018年 10月 22 日～ 2026年 3 月 31日 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

病理解剖検体 (病理組織ホルマリン固定標本、病理組織凍結標本および凍結血液、病理組織ホルマリン

固定パラフィン包埋ブロック、病理組織ガラス標本)、病理解剖診断に付随する資料 (病理解剖番号、病

理解剖申込書、病理解剖報告書、病理解剖プロトコル(所見記載用紙)、検体肉眼画像、検体組織画像な

ど) と生前の患者情報（カルテ番号、年齢、性別、身長、体重、診断病名、既往歴、現病歴、併用薬）、

臨床検査結果。 

４．お問い合わせ先 

 照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

所属：昭和大学医学部法医学講座   氏名： 松山 高明 

住所：東京都品川区旗の台１－５－８   電話番号： 03-3784-8140 

 

研究責任者： 松山 高明 

 

 


